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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　スピットンに洗浄水を供給するための洗浄水供給用電磁弁と、クリーナ液タンクと、前
記スピットンに前記クリーナ液タンク内のクリーナ液を供給するためのクリーナ液供給手
段と、前記スピットンの排水管に分岐して設けられたスピットン排水用電磁弁とバキュー
ムホース洗浄用電磁弁とを有し、かつ、該バキュームホース洗浄用電磁弁の下流側にバキ
ュームホースと連結するバキュームホース接続端子を有し、該バキュームホース接続端子
は、該バキュームホース接続端子に前記バキュームホースが連結されたことを検出するバ
キュームホース検出センサを有し、該検出センサが前記接続端子に前記バキュームホース
が接続されたことを検知した時に、前記洗浄水供給用電磁弁を開くとともに前記クリーナ
液供給手段を駆動して前記スピットンに洗浄水及びクリーナ液を供給して洗浄液とし、次
いで、前記バキュームホース洗浄用電磁弁を開いて前記バキュームホースに前記洗浄液を
流すようにしたことを特徴とする歯科治療ユニット。
【請求項２】
　前記バキュームホースの先端にハンドピースを一体的に具備し、該ハンドピースの先端
が前記バキュームホース接続端子に連結され、前記バキュームホース検出センサは、前記
ハンドピースが前記バキュームホース接続端子に接続されたことを検出するものであるこ
とを特徴とする請求項１に記載の歯科治療ユニット。
【請求項３】
　前記ハンドピースの先端にバキューム管を着脱自在に有し、該バキューム管を前記ハン
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ドピースに装着した状態で、該バキューム管を前記バキュームホース接続端子に連結する
ようにしたことを特徴とする請求項２に記載の歯科治療ユニット。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、歯科治療ユニット、より詳細には、歯科治療において口腔内を清掃するため
に使用するバキュームホース内を洗浄するのに好適なバキュームホース洗浄装置を備えた
歯科治療ユニットに関する。
【背景技術】
【０００２】
　歯科治療においては、歯科治療中に、患者の口腔内に溜った切削粉、血液、唾液等を、
該患者の口腔内にバキューム管を挿入して吸引・排出するようにしている。
【０００３】
　図２は、従来の口腔内バキューム装置の一例を説明するための図で、図中、１はバキュ
ーム管、２は該バキューム管１が連結される握持部（ハンドピース部）、３は該握持部（
ハンドピース部）２に連結されたバキュームホースで、該バキュームホース３の図示しな
い端部は、バキューム（吸引）ポンプに連結されている。この握持部（ハンドピース部）
２は、周知のように、常時は、インスツルメントホルダ４（図には、アシスタント用のイ
ンスツルメントホルダを示すが、術者用のインスツルメントホルダでもよい。）に懸架さ
れているが、歯科治療中、患者の口腔内に汚物が発生した時等においては、ハンドピース
部（握持部）２を上方に持ち上げてハンドピース挿通懸架孔５から取り出し、次いで、イ
ンスツルメントホース３を該ハンドピース挿通懸架孔５の前方に設けられた切り欠き部（
開口部）５'を通して取り出して、該ハンドピース部２の動きをフリーにし、バキューム
管１の先端を患者の口腔内に入れ、口腔内の汚物、例えば、抜歯，止血ガーゼ，切削粉，
血液，唾液等を吸引・排出して口腔内を清掃するために使用される。
【０００４】
　なお、図２に示したアシスタント用インスツルメントホルダ４には、バキューム管１の
他にシリンジ６，排唾管７等が懸架されているが、該術者用インスツルメントホルダには
、その他に、エアータービン，マイクロエンジン等、歯科治療に使用される種々のハンド
ピースを懸架することが可能であり、これらも、前記バキューム管と同様、常時（非使用
時）は、インスツルメントホルダに懸架されており、歯科治療時、必要に応じて、該イン
スツルメントホルダから取り出されて使用される。
【０００５】
　図３は、上述のごときバキューム管の使用例を説明するための図で、図中、１はバキュ
ーム管、２はハンドピース、３はバキューム管１が接続されたバキュームホースで、該バ
キューム管１の先端は、歯科治療中、図示のように、患者の口腔内に挿入され、患者の口
腔内に溜った切削粉、血液、唾液等を該バキューム管１、ハンドピース２、及びバキュー
ムホース３等から成るバキューム流路を通して吸引・排出する。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　上述のごときバキューム（吸引）装置は、歯科診療において、欠かせないものであるが
、患者の口腔内の切削粉や血液、唾液を吸引する為、診療後に水を吸引させてバキューム
流路を洗浄する必要がある。それを怠った場合、バキューム管を患者の口腔内にアプロー
チする際に、バキューム流路から発生する悪臭により患者に不快感を与えてしまう。それ
だけではなく、上記切削粉、血液、唾液等がバキュームホース管内に付着することが原因
でバキュームホースが硬化し、該バキュームホースが破れてしまうこと等があった。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は、上記課題を解決するために、請求項１の発明は、スピットンに洗浄水を供給
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するための洗浄水供給用電磁弁と、クリーナ液タンクと、前記スピットンに前記クリーナ
液タンク内のクリーナ液を供給するためのクリーナ液供給手段と、前記スピットンの排水
管に分岐して設けられたスピットン排水用電磁弁とバキュームホース洗浄用電磁弁とを有
し、かつ、該バキュームホース洗浄用電磁弁の下流側にバキュームホースと連結するバキ
ュームホース接続端子を有し、該バキュームホース接続端子は、該バキュームホース接続
端子に前記バキュームホースが連結されたことを検出するバキュームホース検出センサを
有し、該検出センサが前記接続端子に前記バキュームホースが接続されたことを検知した
時に、前記洗浄水供給用電磁弁を開くとともに前記クリーナ液供給手段を駆動して前記ス
ピットンに洗浄水及びクリーナ液を供給して洗浄液とし、次いで、前記バキュームホース
洗浄用電磁弁を開いて前記バキュームホースに前記洗浄液を流すようにしたことを特徴と
したものである。
【０００８】
　請求項２の発明は、請求項１の発明において、前記バキュームホースの先端にハンドピ
ースを一体的に具備し、該ハンドピースの先端が前記バキュームホース接続端子に連結さ
れ、前記バキュームホース検出センサは、前記ハンドピースが前記バキュームホース接続
端子に接続されたことを検出するものであることを特徴としたものである。
【０００９】
　請求項３の発明は、請求項２の発明において、前記ハンドピースの先端にバキューム管
を着脱自在に有し、該バキューム管を前記ハンドピースに装着した状態で、該バキューム
管を前記バキュームホース接続端子に連結するようにしたことを特徴としたものである。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によると、バキュームホース洗浄差込口にバキュームホースの先端を差し込むこ
とにより、クリーナ液と鉢洗い水を混合した洗浄液を自動的にバキューム流路内に流し、
バキュームホース内を洗浄する為、メンテナンスを非常に簡単に行なうことができ、その
ため、バキューム管から悪臭が出てきたり、バキュームホースが破れてしまうようなこと
がなくなった。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　図１は、本発明によるバキューム装置の一実施例を説明するための構成図で、図中、１
０は、歯科治療において、患者が口腔内をうがいした時のうがい水を吐き出すためのスピ
ットン（うがい鉢）、１１は該スピットン１０に、該スピットン１０を洗浄するための水
を供給するための洗浄水供給用電磁弁で、該電磁弁１１は常時は電源オフで、閉状態とな
っている。１２はスピットン１０内のうがい後の汚液を排水するためのスピットン用電磁
弁、１３はセントラルバルブ（電磁弁）、１４は吸引装置（ブロア）、１５は排液（汚物
）タンクで、通常、スピットン１０の洗浄は、電磁弁１１を開いてスピットン１０内に洗
浄水を留めて該スピットン１０内を洗浄し、次いで、スピットン用電磁弁１２、セントラ
ル電磁弁１３、吸引装置１４等をオンにして、スピットン１０内の汚水を吸引（バキュー
ム）装置１４で吸引し、これら電磁弁１２，１３を通して流し、排水タンク１５内に排水
する。勿論、これら全ての電磁弁１１，１２，１３をオンにして（弁を開状態にして）、
洗浄水を流しながらスピットン１０を洗浄することも可能である。
【００１３】
　本発明は、上述のごとき従来の歯科治療ユニットに設けられている周知のバキューム装
置を用いて、図２及び図３に示した、（バキューム管１内）、ハンドピース２内及びバキ
ュームホース３内の洗浄を行なうようにしたもので、図１において、２０はクリーナ液タ
ンク、２１は該クリーナ液タンク２０内のクリーナ液をスピットン１０に供給するための
ポンプで、スピットン１０内を洗浄する時は、前記鉢洗浄水供給用電磁弁１１を作動させ
て該電磁弁１１を開くとともに、前記ポンプ２１を作動させて、スピットン１０内に洗浄
水とクリーナ液を供給して洗浄液とし、該洗浄液にてスピットン１０内を洗浄し、洗浄し
た後の汚水は、スピットン電磁弁１２、セントラル電磁弁１３を開くとともに、吸引ブロ
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ア１４を作動させ、スピットン１０内の汚水を吸引し、排液タンク１５内に排出する。な
お、破線にて示すように、ポンプ２１に代って電磁弁２２を用い、クリーナ液タンク２０
内を予め圧縮エアーで加圧しておき、電磁弁２２を開くことで、クリーナ液をスピットン
１０に供給するようにしてもよい。
【００１４】
　一方、バキューム管１内及びハンドピース２内及びバキュームホース３内等を洗浄する
時は、バキューム管１の先端（吸引口１ａ）をバキュームホース接続端子３２の差込口３
２ａに挿入する（このバキューム管１は、ハンドピース２に対して着脱自在となっており
、時々、取り外して洗浄，消毒等を行っているので（このバキューム管１は必ずしもここ
で洗浄する必要はないので）、このバキュームホースを取り外し、ハンドピース２を挿入
するようにしてもよい。）。バキュームホース接続端子３２には、（バキューム管１）、
又は、ハンドピース２、又は、バキュームホース３が差込口３２ａに挿入されたことを検
知するセンサ（例えば、マイクロスイッチ、光反射センサ等）３３が設けられており、該
センサ３３が（バキューム管１）、又は、ハンドピース２、又は、バキュームホース３の
挿入を検知したことを条件に、バキュームホース洗浄用電磁バルブ３１，セントラルバル
ブ１３等を開にするとともに、吸引装置（ブロア）１４を作動する。
【００１５】
　前記バキュームホース検出センサ３３は、前述のように、（バキューム管１）、又は、
ハンドピース２、又は、バキュームホース３がバキュームホース接続端子のバキュームホ
ース差込口３２ａに挿入された時に、前記電磁弁３１，１３を開き、吸引装置１４を作動
すると同時に、スピットン洗浄水供給用電磁弁１１を開くとともにポンプ２１（又は電磁
弁２２）を作動させて、スピットン１０内に洗浄水とクリーナ液を供給し（或いは、前も
って、スピットン１０内に洗浄水とクリーナ液を供給しておき）、このスピットン１０内
の洗浄水とクリーナ液をバキュームホース洗浄用電磁弁３１，バキュームホース接続端子
３２，（バキューム管１），ハンドピース２，バキュームホース３等を通して、吸引ブロ
ア１４にて吸引し、排液タンク１５内に排出する。これによって、（バキューム管１），
ハンドピース２，及びバキュームホース３内が洗浄される。
【００１６】
　以上には、バキュームホース検出センサ３３によってバキュームホースが差込口に差し
込まれた後に、洗浄水供給用電磁弁１１及びクリーナ液供給用ポンプ２１を作動する例、
及び、その前に、つまり、バキュームホースが差し込み口に差し込まれる前に、スピット
ン１０内に洗浄水とクリーン液を供給しておく例について説明したが、本発明は、上記実
施例に限定されるものではなく、例えば、以下のようにし、シーケンス制御するようにし
てもよい。
【００１７】
　１．バキュームホース１の先端（吸引口）をバキュームホース接続端子３２の差込口３
２ａに差込む。
　２．バキュームホース検出センサ３３により、バキューム管１又はバキューム管１を取
り外した後のハンドピース２が差込口３２ａに差し込まれたことを検出し、鉢洗浄水供給
用電磁弁１１をＯＮにし、スピットン１０に鉢洗い用の水を流す。
　３．クリーナ液供給用ポンプ２１（又は電磁弁２２）を作動させクリーナ液をスピット
ン１０に注入し、洗浄液とする。
　４．バキューム洗浄用電磁弁３１とセントラル電磁弁１３をＯＮにし、吸引ブロア１４
を駆動して、（バキューム管１），ハンドピース２，バキュームホース３内に洗浄液を流
し、これらの内部を洗浄する。
　５．スピットン用電磁弁１２をＯＮにし、スピットン１０の排水回路の洗浄をする。
　６．スピットン洗浄水供給電磁弁１１とクリーナ供給ポンプ２１をＯＦＦにする。
　７．バキュームホース洗浄用電磁弁３１とスピットン用電磁弁１２をＯＦＦにする。
　８．セントラル電磁弁１３をＯＦＦにし、吸引ブロア１４を停止する。
【００１８】
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　本発明によると、バキュームホース差込口３２ａに（バキューム管１）、又は、ハンド
ピース２の先端を差し込むことにより、クリーナ液と鉢洗い水とを混合した洗浄液を自動
的にバキュームホースに供給し、該バキュームホース内を洗浄する為、メンテナンスを非
常に簡単に行なうことができ、そのため、バキューム管から悪臭が出てきたり、バキュー
ムホースが破れてしまうようなことがなくなった。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本発明によるバキューム装置の一実施例を説明するための構成図である。
【図２】従来の口腔内バキューム装置の一例を説明するための図である。
【図３】従来のバキューム管の使用例を説明するための図である。
【符号の説明】
【００２０】
１…バキューム管、１ａ…吸引口、２…ハンドピース部（握持部）、３…バキュームホー
ス（インスツルメントホース）、４…インスツルメントホルダ、５…ハンドピース挿通懸
架孔、６…シリンジ、７…排唾管、１０…スピットン、１１…スピットン洗浄水供給用電
磁弁、１２…スピットン用電磁弁、１３…セントラル電磁弁、１４…吸引ブロア、１５…
排水タンク、２１…クリーナ液供給用ポンプ、２２…クリーナ液供給用電磁弁、３１…バ
キューム管洗浄用電磁バルブ、３２…バキュームホース接続端子、３２ａ…バキュームホ
ース差込口、３３…バキュームホース検出センサ。

【図１】 【図２】
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